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資
料
紹
介

浅
見
文
庫
本
「
備
辺
司
関
録
」

神

田

信

夫

’

　
バ
ー
ク
レ
ー
（
b
d
Φ
蒔
Φ
冨
冤
）
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
¢
三
－

〈
費
臨
蔓
o
h
O
巴
罵
○
旨
貯
）
　
の
東
ア
ジ
ア
図
書
館
（
国
9
馨
諺
ω
7

舞
ざ
ピ
一
σ
冨
蔓
）
に
浅
見
文
庫
と
い
う
朝
鮮
本
の
す
ぐ
れ
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と

朝
鮮
法
制
史
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
故
浅
見
倫
太
郎
博
士
の
蒐
集
に

係
り
、
夙
に
三
井
文
庫
に
帰
し
て
い
た
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
年
こ
の
東
ア
ジ
ア
図
書
館
に
勤
務
し
て
い

た
房
兆
檀
（
閏
p
。
づ
σ
q
O
7
p
o
・
図
冒
σ
q
）
氏
は
浅
見
文
庫
を
整
理
し
、

一
点
一
点
に
つ
き
簡
単
な
解
説
を
つ
け
た
カ
タ
ロ
グ
を
英
文
で
作

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
偶
ヒ
一
九
六
三
年
五
月
、
私
が
同
図
書
館

を
訪
ね
た
際
に
は
、
タ
イ
プ
に
打
っ
た
こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
既
に
き

れ
い
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
た
が
、
出
来
る
だ
け
速
か
に
そ
の
出

版
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
や
ま
な
い
。

　
さ
て
こ
の
浅
見
文
庫
の
中
に
、
僅
か
二
十
九
葉
の
冊
子
の
朝
鮮

写
本
が
あ
る
。
「
備
辺
司
関
録
」
十
二
葉
、
「
巡
営
関
録
」
六
葉
、

「
副
元
帥
関
文
及
伝
全
録
」
八
葉
、
「
副
元
帥
草
報
録
」
三
葉
か

ら
成
っ
て
い
る
も
の
で
、
も
と
よ
り
全
体
の
書
名
は
な
い
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
年
月
日
の
つ
い
た
文
書
を
集
め
て
書
写
し
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
年
次
は
明
の
天
啓
七
年
（
丁
卯
、
天
聡
元

年
）
、
崇
禎
元
年
（
戊
辰
、
同
二
年
）
、
同
六
年
（
癸
酉
、
同
七
年
）

及
び
清
の
崇
徳
二
年
（
丁
丑
、
崇
禎
十
年
）
同
六
年
（
辛
巳
、
同

十
四
年
）
、
同
七
年
（
壬
午
、
同
十
五
年
）
、
順
治
元
年
（
甲
申
、
崇

禎
十
七
年
）
で
あ
る
が
、
中
で
も
天
啓
七
年
、
崇
禎
元
年
、
同
六

年
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
た
だ
「
副
元
帥
草
報
録
」
に
は
癸

亥
の
年
次
の
み
え
る
も
の
が
若
干
あ
り
、
癸
亥
と
は
天
啓
三
年
に

当
る
が
、
内
容
か
ら
考
え
る
と
癸
亥
で
は
な
く
、
癸
酉
す
な
わ
ち

崇
禎
六
年
の
誤
り
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
冊
子
の
全
内
容
や
性
質

に
つ
い
て
は
更
に
よ
く
検
討
し
た
上
で
述
べ
た
い
が
b
要
す
る
に
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本
書
は
、
朝
鮮
の
椴
島
に
拠
つ
て
権
勢
を
振
っ
て
い
た
毛
文
竜
と

そ
の
後
継
者
に
関
す
る
記
事
や
、
清
の
入
関
前
に
お
け
る
朝
鮮
の

対
清
関
係
の
記
事
を
集
め
た
も
の
ぞ
、
入
関
前
の
清
（
後
金
）
、

明
、
朝
鮮
の
三
国
の
関
係
を
考
え
る
の
に
最
も
根
本
的
な
史
料
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
た
だ
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
今
回

は
「
備
辺
司
関
録
」
だ
け
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
「
備
辺
司
関
録
」
と
は
、
備
辺
司
よ
り
義
州
府
罪
に
送
っ

た
文
書
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
天
啓
七
年
十
一
月
九
日
付
か
ら

始
ま
り
、
翌
年
の
崇
禎
元
年
八
月
三
日
付
ま
で
す
べ
て
二
十
四
通

が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
ど
う
い
う
わ
け
か
天
啓
七
年
十
二

月
一
日
付
と
崇
禎
元
年
三
月
五
日
付
と
の
間
に
、
崇
徳
六
年
十
二

月
付
の
も
の
が
二
通
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
の
一
通
は

義
州
府
弄
へ
の
関
で
は
な
く
、
平
安
道
観
察
使
へ
の
関
で
あ
る
。

　
さ
て
天
啓
七
年
か
ら
崇
禎
元
年
に
か
け
て
と
い
え
ば
、
後
金
で

は
太
宗
の
天
聡
元
年
及
び
二
年
で
、
朝
鮮
で
は
仁
祖
の
五
・
六
年

に
当
り
、
丁
卯
虜
乱
す
な
わ
ち
後
金
の
第
一
次
朝
鮮
征
討
の
直
後

で
あ
る
。
丁
度
こ
の
時
期
に
、
椴
島
の
毛
文
竜
の
方
か
ら
後
金
に

対
し
て
講
和
の
交
渉
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
般
拙
稿

「
満
文
老
棺
に
見
え
る
毛
文
竜
等
の
書
簡
に
つ
い
て
」
（
朝
鮮
学

報
第
三
七
・
八
輯
所
載
）
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
備
辺
司
関
録
の
記
事
は
、
当
時
の
朝
鮮
と
後
金
と
毛
文
竜
の
関

係
に
つ
い
て
の
最
も
根
本
的
な
史
料
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
先
年
来
韓
国
に
お
い
て
出
版
さ
れ
て
い
る
「
備
辺
司
謄
録
」
や

「
承
政
院
日
記
」
の
巨
冊
は
、
李
朝
後
半
期
の
根
本
史
料
と
し
て

極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
備
辺
司
謄
録
」
は
初
め

の
部
分
に
か
な
り
の
欠
落
が
あ
っ
て
、
仁
祖
五
・
六
年
の
分
は
丁

度
欠
け
て
い
る
。
ま
た
「
承
政
院
日
記
」
に
は
そ
の
年
次
の
記
事

が
あ
る
が
、
試
み
に
「
備
辺
司
関
録
」
所
収
の
第
一
の
文
書
の
記

事
に
相
当
す
る
天
啓
七
年
十
一
月
八
日
辛
未
の
条
を
み
る
と
、

　
　
○
接
伴
使
書
目
、
走
回
人
王
之
橋
所
言
賊
情
、
奴
賊
九
月
二

　
　
十
九
日
、
西
犯
天
朝
、
合
氷
後
、
欲
東
槍
、
深
入
取
糧
、
由

　
　
北
道
而
還
云
云
事
、
以
上
朝
報

と
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
む
ろ
ん
現
在
の
承
政
院
日
記
の
こ
の
部
分

は
、
そ
の
本
来
の
姿
で
は
な
く
、
一
度
焼
失
し
た
後
に
改
修
さ
れ

た
回
録
本
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
関
録
の
記
事
と
比
べ
て
如
何
に

簡
略
で
あ
る
か
察
せ
ら
れ
よ
う
。

　
な
お
「
備
辺
司
関
録
」
始
め
こ
の
冊
子
の
記
事
に
は
句
読
が
全

然
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
吏
吐
が
入
っ
て
い
る
。
い
ま
文
字

を
転
載
す
る
に
際
し
、
句
読
を
打
ち
、
吏
吐
に
は
傍
線
を
引
い
て

お
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
写
本
に
は
誤
写
や
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の

が
間
≧
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
注
記
し
て
お
い
た
。
吏
吐
の
読
み

方
や
句
読
の
切
り
方
そ
の
他
に
っ
い
て
有
益
な
教
示
を
与
え
ら
れ

た
田
川
孝
三
博
士
、
並
び
に
貴
重
な
本
書
の
写
真
撮
影
及
び
鉛
印

を
快
く
許
可
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
図
書
館
長
パ
フ
（
印
国
ロ
ゑ
）
博
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ゆ
　
や
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　，

?
蝠
灯
M
雛
灘
欝
縦
蓉
黛
驚
響
聾
灘
難

…
　
響
難
響
離
蘇
繕
叢
職
黙
譲
環
盛
難
糞
傭
獅
嚢
・
繋
薫
癬
藩
灘
難
猟
。

　
　
鑑
灘
購
騰
乗
簾
婁
禽
零
欝
継
憲
叢
繍
㌶
韓
睡
輪
職
馨
職
欝
識
鞭
鷹
瓶

　　

咩
Z
無
類
轍
纏
羅
雛
縫
難
難
鱗
蕪
灘
臨
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士
、
何
か
と
面
倒
を
み
て
下
さ
っ
た
同
図
書
館
員
由
谷
英
治
氏
に

心
か
ら
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

備
邊
司
関
録

備
邊
司
爲
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
接
伴
使
書
状
内
節
該
、
二
十
九

日
夕
、
都
督
啓
報
、
張
大
秋
以
去
、
因
日
、
唐
人
王
之
橋
九
月
二

十
八
日
、
自
藩
陽
逃
來
、
説
傳
賊
情
最
詳
蓋
、
爾
不
信
俺
言
、
更

問
之
橋
所
言
可
也
、
伍
與
大
秋
反
覆
詳
問
、
則
狸
虜
地
方
、
今
歳

不
至
兇
荒
、
但
西
犯
累
敗
、
又
漂
入
憲
期
在
二
十
九
日
間
、
登
兵

西
向
云
、
而
渠
則
八
月
出
来
、
不
及
親
見
是
如
爲
弥
、
又
於
合
氷

之
後
、
定
爲
東
捻
之
計
、
伊
賊
之
言
日
、
安
州
以
北
口
敗
無
形
、
去

無
所
掠
、
必
須
深
入
以
南
、
然
後
方
可
得
食
、
來
則
當
從
北
路
云

ヒ
事
、
書
状
櫨
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
王
之
橋
所
言
、

難
不
可
蓋
信
、
而
在
我
之
道
、
所
當
日
新
待
蔓
是
白
在
果
、
義
州

軍
兵
本
非
防
守
之
計
是
白
去
等
、
難
欲
合
屡
於
龍
骨
檬
瞼
之
地
、

當
此
深
冬
、
決
難
遷
動
是
白
齊
、
大
藁
連
綾
偵
探
、
詳
得
伊
賊
出
．

没
形
止
、
伸
無
如
前
荘
然
不
知
之
弊
事
、
本
道
臨
兵
使
・
副
元

帥
．
義
州
府
雰
魔
、
井
以
行
會
申
筋
何
如
、
天
啓
七
年
十
一
月
初

八
日
、
右
副
承
旨
臣
サ
知
敬
次
知
啓
、
依
允
、
右
関
義
州
府
サ

　
天
啓
七
年
十
一
月
初
九
日

備
遜
司
為
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
書
状
及
府
サ
書
状
、

擦
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
見
此
状
啓
、
子
遺
之
民
、
梢

≧
還
集
、
受
料
者
得
免
飢
凍
、
無
料
者
井
能
賑
救
、
嚴
滉
保
聚
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謹
）

策
、
實
非
偶
然
、
誠
爲
多
幸
爲
白
齊
、
明
春
之
計
、
朝
廷
與
膿

臣
、
方
爲
料
理
爲
白
在
果
、
唯
只
江
氷
已
合
、
老
弱
還
集
者
、
無

所
可
惜
、
意
外
之
患
難
保
、
其
必
無
連
績
偵
探
、
謹
其
瞭
望
、
審

勢
進
退
、
無
如
前
日
之
爲
事
、
行
移
何
如
、
天
啓
七
年
十
一
月
十

六
日
、
右
副
承
旨
臣
サ
知
敬
次
知
啓
、
依
允
、
右
関
義
州
府
サ

　
天
啓
七
年
十
一
月
十
七
日

備
漫
司
爲
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
・
副
元
帥
・
平
安
兵

使
・
義
州
府
サ
書
状
、
擦
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
仲
男

等
似
非
專
爲
開
市
一
事
而
來
者
、
且
十
一
月
初
一
日
、
即
是
明

日
、
而
蘭
英
之
行
、
想
已
過
江
、
錐
有
出
來
商
胡
、
必
以
爲
此
入

去
之
意
、
開
説
是
白
在
果
、
設
有
侵
迫
之
患
是
白
良
置
、
以
蘭
英

入
去
之
事
、
反
覆
開
喩
之
意
、
金
起
宗
・
鄭
忠
信
・
申
景
暖
・
嚴

幌
等
庭
、
井
爲
行
移
何
如
、
天
啓
七
年
十
二
月
二
十
九
日
、
同
副

承
旨
臣
李
閏
次
知
啓
、
依
允
、
関
義
州
府
界

　
天
啓
七
年
十
一
月
三
十
日

備
邊
司
爲
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
副
元
帥
書
状
、
擦
司
啓
目
、
粘
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連
啓
下
是
白
有
亦
、
前
者
龍
川
府
使
辛
儒
馳
報
、
擦
荘
承
徳
等
出

來
縁
由
、
金
起
宗
已
爲
馳
啓
爲
白
有
去
乙
、
本
司
以
承
徳
等
出
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
胡
）

不
無
窺
規
之
意
、
蘭
英
之
還
、
或
有
故
差
、
逞
出
來
則
必
有
相

値
難
便
之
弊
、
令
一
路
各
官
善
爲
方
便
、
偉
無
相
値
之
意
、
金
起

宗
等
威
、
已
爲
行
會
爲
白
有
如
乎
、
今
見
鄭
忠
信
・
龍
川
府
馳
使

報
、
捺
書
状
内
僻
縁
、
及
義
州
府
サ
嚴
幌
馳
報
干
本
司
文
状
爲
白

乎
夷
、
龍
川
馳
報
内
、
承
徳
等
已
入
椴
島
是
如
爲
白
有
去
等
、
一

路
設
簸
、
既
是
承
徳
等
説
説
、
而
林
畔
等
虞
唐
擾
稻
云
、
往
來
紛

紙
者
、
未
知
又
是
何
等
遼
人
是
白
乎
弥
、
嚴
幌
馳
報
内
、
鐵
山
傳

通
云
者
再
次
、
而
所
謂
或
領
百
鯨
、
或
領
二
十
云
者
、
曽
無
馳
啓

之
事
、
必
是
荘
承
徳
出
來
時
傳
通
、
而
誤
爲
再
出
是
白
置
、
依
前

啓
下
公
事
善
爲
口
口
仰
無
相
値
之
患
事
、
嚴
幌
虞
井
以
更
爲
行
文

申
筋
爲
白
乎
　
、
大
築
荘
承
徳
等
既
已
分
明
入
島
、
而
無
設
簸
之

事
、
則
稻
以
唐
擾
出
没
、
徴
責
於
一
路
者
、
或
是
落
在
青
龍
等

庭
、
遼
人
乗
時
作
擾
是
白
昆
、
察
其
情
形
、
或
阻
欄
駆
出
、
使
無

俺
滞
於
直
路
之
意
、
井
入
於
移
文
中
何
如
、
天
啓
七
年
十
一
月
三

十
日
、
右
承
旨
臣
金
著
國
次
知
啓
、
依
允
、
関
義
州
府
界

　
天
啓
七
年
十
二
月
初
一
日

備
邊
司
爲
相
考
事
、
節
呈
訓
練
都
監
軍
卒
鄭
無
赤
等
十
名
、
聯
名

呈
状
干
本
司
日
、
　
徒
等
藩
陽
替
番
軍
卒
以
入
往
爲
白
在
果
、
大

藁
丙
子
年
、
父
母
妻
子
被
携
、
方
在
藩
陽
是
如
爲
白
乎
　
、
同
腰

償
、
貧
不
能
辮
、
痛
泣
度
日
爲
白
如
乎
、
適
會
　
徒
等
親
自
入

往
、
而
手
無
寸
銭
、
銀
備
枝
三
南
草
各
と
持
往
、
而
今
聞
義
州
府

サ
極
禁
是
如
爲
白
臥
乎
所
、
情
理
参
量
、
勿
爲
禁
断
、
許
令
入
送

事
、
各
別
移
文
爲
白
只
爲
、
所
志
是
置
有
亦
、
相
考
爲
乎
　
、
此

非
私
商
牟
利
之
類
、
許
令
入
送
爲
乎
　
、
毎
人
各
枝
三
南
草
中
五

十
斤
式
、
許
送
事
、
義
州
府
罪
虞
、
知
委
施
行
向
事
、
右
関
平
安

道
観
察
使

　
患
ホ
徳
山
ハ
年
十
二
日
月
日

巡
菅
背
関
内
僻
縁
相
考
渡
送
爲
乎
　
、
元
関
還
上
使
事
、
右
関
義

州
府
弄

　
思
亦
徳
六
年
十
二
月
二
十
六
［
口
在
螢
目

備
邊
司
爲
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
・
副
元
帥
・
兵
使
・

義
州
府
罪
書
状
、
櫨
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
逃
還
人
中

抄
出
金
夢
水
等
二
人
、
必
欲
推
還
、
必
以
匠
人
爲
重
、
而
其
意
不

但
己
也
、
第
萬
死
生
還
之
人
、
今
若
梛
送
、
不
濁
情
理
之
所
不
忍

在
虜
中
之
人
、
必
阻
其
逃
還
之
心
、
所
係
非
細
、
依
金
起
宗
分
付

措
僻
開
喩
之
意
、
嚴
幌
等
虞
、
井
爲
行
移
何
如
、
崇
禎
元
年
三
月

初
四
日
、
右
副
承
旨
臣
李
景
憲
次
知
啓
、
依
允
、
右
関
義
州
府
ヂ

　
崇
禎
元
年
三
月
初
五
日
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、

備
邊
司
爲
相
考
事
、
節
啓
下
教
、
司
啓
僻
内
、
毛
管
春
文
中
、
有

米
豆
暫
留
於
樟
子
島
、
設
或
麗
民
至
磯
困
苦
、
傍
令
陸
績
量
護
接

濟
之
語
、
其
意
似
是
分
給
我
人
、
以
絶
給
虜
之
路
、
若
或
如
此
而

不
能
善
慮
、
則
方
在
飢
餓
之
民
、
不
無
一
切
呑
食
之
弊
、
令
該
邑

守
令
申
筋
知
委
、
分
受
之
人
先
爲
除
出
給
虜
之
数
、
然
後
以
爲
賑

救
之
意
、
観
察
使
及
嚴
幌
・
龍
鐵
守
令
等
麗
、
井
爲
行
移
何
如
、

苔
日
、
依
啓
、
右
関
義
州
府
弄

　
崇
禎
元
年
三
月
二
十
日

備
邊
司
爲
相
考
事
、
節
啓
下
教
、
義
州
府
罪
・
回
答
官
等
書
状
、

擦
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
都
督
與
奴
（
賊
脱
ヵ
）
相
通
事

情
、
詳
細
探
聴
、
馳
啓
事
、
已
爲
行
會
爲
白
有
在
果
、
今
此
曲
虎

往
来
事
情
、
及
毛
営
所
爲
、
令
朴
景
龍
等
密
ミ
探
聴
於
胡
人
等

庭
、
馳
啓
之
意
、
行
移
何
如
、
崇
禎
元
年
三
月
二
十
六
日
、
左
副

承
旨
臣
弄
知
敬
次
知
啓
、
依
允
、
関
義
州
府
罪

　
崇
禎
元
年
三
月
二
十
七
日

備
邊
司
爲
相
考
事
、
節
啓
下
教
、
義
州
府
歩
書
状
、
擦
司
啓
目
、

粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
見
此
金
起
宗
等
状
啓
、
所
謂
王
寄
構
有
人

帯
胡
欲
向
毛
管
之
説
、
極
爲
推
諺
、
鄭
忠
信
等
状
啓
中
事
意
、
實

是
善
爲
端
摩
、
朴
景
龍
豊
能
詞
知
、
龍
胡
之
言
、
亦
何
可
蓋
信
、

但
王
寄
等
已
到
九
連
城
中
、
今
難
指
揮
、
已
無
及
尖
、
嚴
幌
若
或

善
諭
、
以
待
朝
廷
威
置
、
而
當
在
江
崖
、
則
必
須
使
人
稟
於
毛

醤
、
得
其
的
報
、
然
後
使
之
渡
津
爲
當
、
開
市
一
事
、
亦
甚
緊

関
、
而
李
藻
等
曽
無
明
白
馳
啓
、
今
此
状
啓
、
亦
甚
緩
≧
、
殊
極

未
便
、
瞭
還
人
事
乙
良
、
勿
爲
任
他
索
贋
、
極
力
周
旋
、
或
米
或

他
物
腰
還
爲
白
乎
　
、
王
寄
等
去
留
情
形
、
及
開
市
之
事
、
一
ミ

詳
細
馳
啓
之
意
、
井
以
行
移
爲
白
乎
　
、
王
寄
出
來
之
事
、
探
問

馳
啓
事
、
接
伴
使
威
、
亦
爲
行
會
何
如
、
當
日
右
副
承
旨
臣
李
景

憲
次
知
啓
、
依
允
、
関
義
州
府
弄

　
崇
禎
元
年
三
月
二
十
一
日

備
邊
司
爲
相
考
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
・
接
伴
使
・
管
餉
使

同
状
内
、
蛙
奴
持
汗
書
到
島
中
要
和
事
、
及
都
督
率
兵
丁
、
欲
勤

鎮
江
賊
、
獲
向
樟
子
島
事
段
、
曽
已
馳
啓
爲
白
有
在
果
、
都
督
本
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
胡
）

月
十
九
日
四
更
量
、
還
到
島
中
、
二
十
日
朝
招
致
故
差
、
叩
頭
庭

中
後
、
使
之
脆
現
於
檀
外
、
都
督
日
、
祢
既
跳
脹
犯
順
、
’
積
有
年

紀
、
今
欲
納
欺
請
和
、
理
宜
聴
許
、
第
受
命
在
外
、
唯
賊
是
討
俺

職
分
、
況
天
朝
時
未
許
和
、
俺
決
難
経
先
庭
断
、
姑
待
朝
廷
塵
置

可
也
、
又
招
張
大
秋
日
、
俺
之
所
言
、
出
於
群
厳
義
正
、
祢
國
三

陪
臣
、
皆
在
此
慮
、
所
當
與
聞
此
問
説
話
、
而
但
事
勢
非
便
、
不

得
同
坐
打
話
、
祢
既
細
聞
而
備
陳
云
ヒ
、
俄
而
引
入
私
室
、
和
語

良
久
、
餓
以
酒
肉
、
其
所
和
語
、
大
秋
亦
無
由
記
得
是
白
齊
、
食

後
臣
起
宗
・
臣
俊
詣
行
見
官
禮
、
接
伴
使
臣
以
恭
亦
随
往
、
坐
未

定
、
都
督
手
懸
禮
軍
物
目
日
、
這
椚
的
厚
禮
何
可
當
、
再
三
稻
説
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不
已
、
因
行
茶
禮
、
多
諭
越
海
遠
来
之
意
、
臣
起
宗
・
俊
者
日
、
俺

等
新
歳
合
有
躬
候
衙
門
之
禮
、
而
縁
事
故
多
端
、
詑
未
果
焉
、
今

之
入
来
、
兼
修
歳
禮
、
而
且
有
不
得
已
切
迫
事
情
、
蓋
爲
米
船
欄

阻
事
也
、
義
州
入
送
船
運
、
一
半
救
饒
民
之
穀
、
一
半
瞭
還
被
捕

之
資
、
當
初
朝
廷
因
被
櫨
人
族
属
海
西
居
民
等
、
呈
状
干
寡
君
、

移
春
老
爺
、
其
後
又
送
問
安
使
李
尚
吉
、
備
陳
曲
折
、
老
爺
亦
已

許
之
、
朝
廷
既
蒙
老
爺
之
諾
、
両
面
民
生
、
又
感
老
爺
快
許
賠
還

之
恩
、
壷
費
家
業
、
各
備
米
石
、
官
家
賃
船
入
送
、
而
今
此
欄
阻

中
米
包
、
太
半
私
穀
、
非
官
儲
也
、
被
擦
等
萬
死
之
鯨
、
駈
策
而

来
、
得
達
鎮
江
、
死
於
道
路
者
、
幾
至
什
居
五
六
、
幸
而
不
死
者
、

唯
望
其
族
属
之
許
陵
、
自
以
爲
生
還
故
国
、
復
見
父
母
妻
子
、
而

及
今
米
船
見
阻
、
未
免
還
入
虞
集
、
渠
皆
叩
心
柑
宵
、
突
聲
干
宵
、

此
間
氣
象
、
老
爺
亦
當
想
得
、
況
其
父
母
妻
子
銀
備
、
所
順
之
資
、

意
蹄
虚
套
、
一
則
怨
俺
等
不
能
善
庭
、
致
有
欄
阻
之
患
、
一
「
則
朝

廷
輕
信
老
爺
之
諾
、
欺
了
愚
民
、
一
則
致
憾
老
爺
初
許
後
阻
、
老

爺
駐
札
弊
邦
、
近
十
年
、
從
前
如
有
弊
及
麗
民
者
、
則
老
爺
嚴
加

禁
断
、
視
我
弊
邦
（
如
脱
ヵ
）
赤
子
、
無
有
（
異
與
脱
ヵ
）
遼
民
、
而
今
日

畢
措
、
似
彿
民
情
、
以
老
爺
之
高
明
、
何
不
曲
察
此
等
事
情
乎
、

都
督
日
、
斯
言
正
是
ヒ
と
、
被
携
人
一
千
鯨
名
來
到
鎮
江
事
、
俺

已
聞
之
、
那
邊
事
、
豊
有
不
知
之
理
、
管
餉
使
則
前
此
有
來
見
之

約
、
而
布
政
司
爲
此
委
來
、
深
感
厚
意
、
俺
當
更
爲
商
量
、
姑
侯

賊
退
後
許
入
云
≧
、
臣
等
日
、
今
厳
米
穀
難
専
爲
救
荒
、
若
待
賊

去
而
後
出
給
、
則
龍
義
之
民
、
其
勢
蓋
爲
餓
死
、
況
本
意
専
在
腰

還
、
退
賊
之
後
、
則
錐
給
米
船
、
已
無
及
　
、
是
與
不
許
同
也
、
退

賊
後
、
還
給
之
學
、
不
待
老
爺
分
付
、
而
俺
等
已
知
之
　
、
願
老

爺
更
加
深
思
、
快
放
米
船
、
偉
賄
累
千
垂
死
之
命
、
都
督
日
、
當

依
命
云
ζ
、
観
其
僻
色
、
似
無
侠
諾
之
意
、
臣
等
若
更
爲
力
争
、

則
恐
生
異
意
、
姑
僻
而
退
、
欲
於
明
日
漸
次
善
圖
計
料
爲
白
齊
、

陳
中
軍
将
有
貿
船
一
事
、
於
臣
等
從
中
力
圖
、
而
島
中
若
干
將
官

及
兵
丁
等
、
皆
以
爲
今
番
掠
奪
米
船
、
甚
爲
無
篠
、
是
如
無
不
巷

議
是
白
齊
、
第
観
都
督
所
爲
、
似
是
断
一
局
之
意
、
以
此
推
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陳
）

移
駐
蓋
州
之
説
、
恐
非
虚
傳
、
陣
中
軍
標
下
人
韓
福
、
素
是
通
鮮

我
國
語
者
、
使
此
人
洞
陳
利
害
於
中
軍
、
則
中
軍
請
見
都
督
、
備

傳
事
意
、
都
督
招
韓
福
、
似
有
許
之
≧
意
、
而
所
言
本
来
不
中
、
〆

不
可
愚
信
、
設
或
得
情
、
必
在
賊
退
之
後
、
　
一
失
事
機
、
則
恐
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雰
）

所
益
叱
不
喩
、
曽
因
守
備
時
彦
學
之
言
聞
之
、
則
三
船
所
載
米
叱

將
官
等
庭
支
放
是
如
爲
白
如
乎
、
印
見
臣
以
恭
委
送
繹
官
奇
伯

賢
及
領
船
軍
官
金
悌
誠
告
目
、
則
支
放
軍
兵
及
卸
下
薪
島
之
船
、

多
至
七
十
隻
、
而
其
饒
五
隻
所
載
段
時
未
卸
下
是
如
爲
白
置
、
奇

伯
賢
告
目
、
備
邊
司
以
監
封
上
送
爲
白
斉
、
都
督
進
兵
鎮
江
事

馴
、
將
官
等
皆
諌
不
直
言
、
難
不
能
詳
知
、
而
船
泊
江
崖
放
砲
而

已
、
此
外
別
無
勤
賊
形
止
、
而
奇
伯
賢
所
見
、
只
傘
獲
生
猫
二
名

以
来
云
≧
是
白
斉
、
都
督
出
兵
之
日
、
軍
兵
所
載
船
一
隻
致
敗
、

將
官
許
遊
撃
等
三
人
及
軍
兵
百
饒
名
演
死
、
紅
衣
大
砲
既
無
所
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試
、
而
畢
党
所
得
、
我
國
糧
船
而
止
耳
、
誠
爲
痛
椀
事
、
接
司
啓

目
、
粘
連
啓
下
爲
白
有
亦
、
伏
見
前
後
状
啓
、
都
督
所
爲
、
皆
是

講
張
愛
灯
、
以
爲
他
日
誼
言
之
地
、
極
可
痛
悪
、
至
於
米
船
、
金

起
宗
等
贈
遺
厚
禮
、
交
口
相
争
、
亦
無
肯
許
之
意
、
湾
上
之
事
、

誠
甚
可
慮
、
厳
幌
等
前
来
状
啓
中
、
只
言
開
市
曲
折
、
而
不
及
胡

人
討
米
之
事
、
亦
甚
権
謁
、
金
起
宗
等
有
明
白
更
請
之
語
、
不
出

今
明
日
、
必
有
馳
啓
、
而
奇
伯
賢
告
目
、
先
後
入
啓
爲
白
去
乎
、

湾
上
事
機
、
詳
細
馳
啓
之
意
、
嚴
幌
等
虞
井
以
行
移
何
如
、
崇
禎

元
年
三
月
二
十
八
日
、
左
副
承
旨
臣
サ
知
敬
次
知
啓
、
依
允
、
関

義
州
府
罪

　
崇
禎
元
年
三
月
二
十
八
日

備
邊
司
爲
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
南
兵
使
書
状
内
節
該
、
加
乙
波

知
愈
使
車
徳
所
今
月
初
五
日
成
貼
馳
報
内
、
本
鎮
賊
路
遮
野
項
艦

探
次
、
以
土
兵
李
大
生
等
定
送
爲
有
如
乎
、
胡
人
二
名
賊
路
相

逢
、
執
捉
来
到
、
即
令
通
事
問
其
來
由
、
則
當
初
慶
源
藩
胡
以
掠

去
、
而
奴
地
失
農
、
軍
兵
蓋
爲
飢
困
、
前
居
北
道
資
生
、
次
以
逃

來
匿
藪
云
≧
事
、
馳
報
、
振
同
所
捉
胡
人
二
名
、
北
青
府
以
移

送
、
亦
行
會
爲
白
去
乎
、
此
胡
何
以
爲
之
爲
白
乎
喩
、
速
爲
指
揮

事
書
状
、
捺
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
遮
野
項
係
是
越
邊

地
方
、
則
此
胡
人
捉
來
之
事
、
殊
極
未
妥
、
令
兵
使
覚
給
米
塩
、

以
両
國
相
和
不
可
容
受
之
意
、
使
之
開
諭
、
當
押
鮮
北
来
胡
差
、

而
道
路
甚
遠
、
若
未
及
交
割
、
則
轄
送
義
州
、
使
之
交
付
胡
差
、

往
来
似
爲
宜
當
、
多
定
軍
人
次
と
押
送
、
偉
無
逃
逸
之
弊
爲
白
乎

夷
、
今
後
乙
良
越
邊
行
走
胡
人
、
勿
爲
捉
来
事
、
申
筋
邊
將
之

意
、
観
察
使
・
北
兵
使
・
及
平
安
監
・
．
兵
使
庭
、
井
以
行
移
何

如
、
崇
禎
元
年
四
月
廿
三
日
、
左
副
承
旨
臣
ヂ
知
敬
次
知
啓
、
依

允
、
関
義
州
府
雰

　
崇
禎
元
年
四
月
廿
四
日

備
邊
司
爲
相
考
事
、
節
啓
下
、
義
州
府
罪
書
状
、
線
司
啓
目
、
粘

連
啓
下
爲
白
有
亦
、
當
初
米
船
到
泊
之
日
、
嚴
幌
越
即
輸
入
、
固

有
罪
　
、
毛
將
之
反
言
、
館
罪
嚴
幌
、
實
爲
無
験
、
其
情
不
難
知

是
白
在
果
、
但
嚴
幌
不
待
朝
廷
庭
置
、
先
自
分
疏
、
極
爲
狸
濫
、

且
此
苔
曲
胡
之
語
甚
是
失
封
、
以
事
艦
言
之
、
則
所
當
推
考
示

罰
、
而
亦
不
可
毎
ヒ
請
推
、
更
観
日
後
所
爲
、
庭
之
何
如
、
崇
禎

元
年
四
月
十
六
日
、
同
副
承
旨
臣
李
基
柞
次
知
啓
、
依
允
、
関
義

州
府
界

　
崇
禎
元
年
四
月
十
六
日

備
邊
司
爲
相
考
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
・
兵
使
・
義
州
府
歩

書
状
、
捺
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
逃
還
人
等
、
若
欲
一

≧
給
債
、
則
必
爲
難
支
之
弊
、
金
起
宗
之
意
、
實
有
所
見
、
但
胡

人
毎
以
此
事
致
詰
於
我
、
亦
不
無
因
此
開
畳
芝
慮
為
白
斉
、
今
此
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走
回
人
劇
依
金
起
宗
状
啓
、
議
還
原
籍
、
未
有
不
可
為
白
在
果
、

今
後
如
有
逃
還
者
、
時
或
留
置
本
府
、
送
言
干
胡
中
、
言
其
實

状
、
以
示
相
信
、
使
奴
不
至
致
疑
、
似
為
便
當
、
但
此
亦
偶
然
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
察
力
）

之
、
不
可
毎
ヒ
如
是
、
唯
在
當
事
之
臣
、
以
定
消
息
、
随
機
善
庭

為
白
置
、
以
此
意
行
移
何
如
、
崇
禎
元
年
四
月
十
六
日
、
同
副
承

旨
臣
李
基
祥
次
知
啓
、
依
允
、
関
義
州
府
サ

　
崇
禎
元
年
四
月
十
七
日

備
邊
司
為
相
考
事
、
鰍
啓
下
教
、
府
弄
書
状
、
糠
司
啓
目
、
粘
連

啓
下
是
白
有
亦
、
胡
人
未
准
之
敷
、
若
是
其
多
、
只
有
結
城
倉
所

儲
、
而
海
路
甚
遠
、
運
致
無
路
、
議
干
該
曹
、
則
三
縣
會
付
之

米
、
足
充
其
数
、
令
本
道
監
司
與
餉
臣
相
議
、
急
≧
運
送
為
當
、

但
陸
運
則
決
不
可
為
、
以
水
路
運
送
、
而
（
不
脱
ヵ
）
無
如
前
日
之

（
弊
脱
ヵ
）
、
ロ
バ
送
米
船
、
別
定
守
令
中
有
計
慮
者
、
為
差
使
員
、
多

定
砲
射
手
、
帯
領
押
去
、
如
有
槍
奪
之
患
、
唯
力
是
視
、
運
到
鴨

江
後
、
即
為
馳
啓
之
意
、
金
起
宗
・
成
俊
考
腱
井
以
行
移
何
如
、

崇
禎
元
年
四
月
廿
一
日
、
左
副
承
旨
罪
知
敬
次
知
啓
、
依
允
、
関

義
州
府
弄

　
崇
禎
元
年
四
月
廿
　
日

備
邊
司
為
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
・
副
元
帥
・
平
安
兵

使
書
状
内
節
該
、
鐵
山
府
使
黄
瑛
馳
報
内
、
自
蛇
浦
昨
日
寅
時

量
、
漢
人
不
知
其
数
、
過
向
龍
義
之
路
為
去
乙
、
使
小
通
事
送
干

路
上
探
問
、
則
云
將
帥
移
屯
九
連
城
、
次
以
乗
船
、
回
泊
干
隣
山

海
口
、
軍
兵
則
陸
路
出
、
故
獄
山
了
進
去
云
こ
、
軍
兵
等
義
州
境

入
去
事
情
、
探
得
馳
報
計
料
、
書
状
糠
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白

剤
耐
、
見
金
起
宗
等
状
啓
、
前
則
云
、
漢
人
之
向
義
州
者
、
二
千

鹸
名
之
多
、
後
云
、
連
二
日
出
来
者
、
不
知
其
数
、
云
不
知
其

数
、
則
在
島
中
者
、
壼
為
撤
移
白
臥
乎
喩
、
所
謂
與
虜
將
相
會
云

者
、
的
實
為
白
乎
喩
、
毛
將
乗
船
出
来
、
則
黄
戸
部
去
就
何
如
為

白
乎
喩
、
令
厳
幌
詳
密
偵
探
、
急
≧
馳
啓
之
意
、
行
移
何
如
、
崇

禎
元
年
四
月
二
十
七
日
、
左
副
承
旨
臣
サ
知
敬
次
知
啓
、
依
允
、

関
義
州
府
ヂ

　
崇
頑
元
年
四
月
二
十
七
日

備
邊
司
為
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
・
兵
使
書
状
内
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
世
力
）

該
、
鐵
山
府
使
黄
僕
本
月
十
六
日
成
貼
馳
報
内
、
任
都
司
セ
科
當

日
率
兵
丁
、
龍
骨
山
城
形
勢
看
審
後
、
侃
向
義
州
事
、
　
一
時
到

付
、
龍
川
府
使
馳
報
内
、
中
軍
荘
衛
徳
及
千
徳
杜
奇
構
名
者
來
到

本
府
日
、
身
彌
島
擾
軍
馳
報
内
、
蒙
兵
則
来
陣
九
連
城
、
馬
兵
則

自
満
浦
下
来
云
ヒ
、
又
言
降
狸
二
名
、
自
京
還
送
賊
穴
、
而
一
名

則
到
宣
川
逃
繰
、
一
名
則
去
夜
過
向
義
州
云
、
何
以
誰
之
耶
、
侮

國
以
降
狸
二
名
、
送
干
賊
中
、
要
功
也
事
書
状
、
擦
司
啓
目
、
粘

連
啓
下
是
白
置
有
、
亦
蒙
兵
来
陣
九
連
城
、
馬
兵
自
満
浦
下
来
、
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則
義
州
昌
朔
等
庭
、
豊
無
馳
啓
之
事
、
荘
衛
徳
等
之
言
、
誠
為
惟

認
、
自
北
来
胡
到
宣
川
、
縷
到
旋
捕
是
白
去
等
、
其
言
已
入
於
遼

人
之
耳
、
我
國
機
事
不
密
、
毎
と
如
此
、
實
為
可
慮
、
今
後
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
世
力
）
　
　
　
　
　
（
処
力
）

詳
密
、
伸
無
如
前
之
弊
為
白
乎
弥
、
任
セ
科
指
向
各
為
及
那
邊
情

形
詳
探
馳
啓
之
意
、
義
州
府
ヂ
厳
幌
威
、
井
以
行
移
何
如
、
・
崇
禎

元
年
五
月
二
十
一
日
、
右
副
承
旨
姜
碩
期
次
知
啓
、
依
允
、
関
義

州
府
サ

　
崇
禎
元
年
五
月
二
十
二
日

備
邊
司
為
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
書
状
、
擦
司
啓
目
、

粘
連
啓
下
是
白
置
有
亦
、
南
道
所
投
胡
人
二
名
、
令
轄
送
干
義
州

者
、
欲
其
留
置
、
待
胡
差
出
来
之
時
、
交
付
以
去
是
白
如
乎
、
其

已
送
一
名
、
厳
滉
慮
有
漢
人
被
寛
之
患
、
而
不
能
臨
事
善
庭
、
以

致
被
奪
之
惧
、
事
機
不
細
、
所
當
掌
推
治
罪
是
白
乎
　
、
此
時
湾

上
重
任
不
可
輕
適
、
姑
為
降
資
、
以
懲
其
失
何
如
、
崇
顧
元
年
五

，
月
二
十
三
日
、
右
副
承
旨
臣
姜
碩
期
次
知
啓
、
依
允
、
関
義
州
府

　
崇
禎
元
年
五
月
二
十
四
日

備
邊
司
為
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
義
州
府
サ
・
平
安
監
司
等
書

状
、
捺
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
為
白
有
亦
、
以
日
計
之
、
仲
男
之

行
、
想
已
過
宣
鐵
、
申
景
媛
必
已
迎
、
致
上
送
是
白
在
果
、
姜
朴

雨
女
之
事
、
自
當
捺
實
言
之
、
而
但
同
来
之
許
多
男
婦
、
皆
分
慮

於
湖
南
等
庭
為
白
有
去
乙
等
、
以
此
爾
女
之
故
、
或
疑
他
人
之
皆

無
慮
置
、
則
其
疑
誇
必
甚
、
臣
等
之
意
、
如
全
州
・
高
山
・
威
悦

等
庭
分
置
人
中
、
其
頭
ヒ
敷
三
男
漢
、
急
ヒ
知
委
、
給
馬
上
来
、

令
仲
男
相
見
、
以
姜
朴
爾
女
盤
淫
奔
逃
去
、
吾
輩
許
多
人
ロ
、
皆

為
安
挿
之
意
、
説
與
則
不
為
無
益
於
執
言
之
端
是
白
斉
、
朴
景
龍

告
目
中
説
話
、
待
景
龍
入
来
、
更
為
詳
問
、
以
為
酬
応
為
白
斉
、

且
彼
中
事
情
、
招
問
於
太
男
慮
、
則
不
過
渠
等
入
去
之
時
接
待
醜

餉
、
詰
問
数
件
事
、
而
其
中
緊
言
、
乃
逃
還
人
不
為
属
還
一
事
、

而
侃
問
日
、
今
番
使
臣
之
行
、
休
國
之
議
賢
否
如
何
、
苔
日
、
以

使
臣
入
来
未
久
、
吾
等
即
為
出
来
、
未
得
聞
知
云
、
則
日
、
聞
祢

國
以
爾
班
差
送
使
臣
云
、
而
使
臣
親
自
持
杖
以
打
我
人
云
、
是
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
（
世
力
）

両
國
約
為
兄
弟
之
義
乎
云
≧
是
如
為
白
斉
、
投
老
セ
等
所
捉
逃
還

人
償
物
、
已
為
相
約
、
成
文
以
給
　
、
今
不
可
更
議
多
少
、
依
此

備
給
、
呉
信
男
則
已
為
食
（
囚
脱
ヵ
）
、
命
可
及
上
来
、
金
措
・
朴

惟
健
倶
在
江
辺
、
前
日
胡
差
下
去
時
、
使
之
相
見
、
而
托
病
遅

回
、
不
及
来
見
、
極
為
非
　
、
今
番
劃
即
知
會
星
夜
上
来
安
定
之

間
、
使
之
相
見
事
、
全
羅
監
司
・
平
安
監
司
・
義
州
府
サ
庭
、
並

為
行
移
何
如
、
當
日
左
承
旨
臣
李
聖
求
次
知
啓
、
依
允
、
右
関
義

州
府
ヂ

　
出
示
詰
嬰
兀
年
⊥
ハ
日
μ
二
十
一
日
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備
邊
司
為
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
義
州
府
ヂ
書
状
、
捺
司
啓
目
、

粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
曽
見
金
起
宗
状
啓
、
備
陳
逃
還
人
一
～
給

慣
難
支
之
弊
、
與
臣
等
之
意
相
符
、
其
時
或
留
置
、
送
言
干
胡

中
、
以
示
相
信
、
使
奴
（
将
脱
ヵ
）
不
至
致
疑
、
似
為
便
當
、
但
此

偶
一
為
之
、
不
可
毎
ヒ
如
是
、
唯
在
當
事
之
臣
、
随
機
善
庭
事
、

覆
啓
行
會
為
有
如
乎
、
見
此
厳
幌
馳
啓
之
辞
、
商
胡
等
所
知
五

人
、
若
或
来
間
、
則
以
酬
苔
為
難
云
、
其
意
以
為
、
逃
還
者
難

多
、
其
所
不
知
、
則
易
以
為
封
、
其
所
已
知
者
、
並
與
隠
諜
、
則

彼
必
謂
我
不
信
、
會
給
已
知
者
之
債
、
以
示
相
信
之
意
者
、
不
無

意
見
、
胡
書
中
所
言
、
亦
專
為
此
事
、
不
可
無
権
宜
善
庭
之
道
、

以
此
五
人
出
来
之
意
、
言
子
彼
中
、
論
債
高
下
、
則
使
朴
景
龍
善

為
周
旋
、
恐
無
所
妨
、
金
起
宗
庭
並
以
行
移
為
白
乎
　
、
鄭
文
翼

等
虜
、
亦
為
言
送
何
如
、
崇
禎
元
年
六
月
初
八
日
、
左
承
旨
臣
李

聖
求
次
知
啓
、
依
允
、
右
関
義
州
府
サ

　
崇
頑
元
年
六
［
月
二
十
八
日

備
邊
司
為
知
音
事
、
節
啓
（
下
脱
ヵ
）
教
、
毛
都
督
接
伴
使
書
状
内
、

陳
副
掘
手
本
内
節
該
、
達
子
三
名
指
赴
麗
地
、
背
運
米
糧
、
久
住

義
州
不
回
、
務
要
挑
選
精
鋭
兵
、
赴
緊
要
虜
、
所
戯
殺
侃
將
臨
江

船
隻
盤
数
掩
荘
、
如
米
賊
到
間
船
、
倶
蒙
天
朝
調
去
、
搦
運
西

来
、
鷹
援
官
兵
備
行
本
府
、
蒙
此
擬
合
移
會
、
為
此
合
用
手
本
前

去
、
貴
國
陪
臣
煩
為
轄
行
、
義
州
節
制
使
将
臨
江
一
帯
船
隻
蓋
数

掩
荘
、
不
許
泊
留
一
隻
、
以
阻
夷
人
往
来
、
如
米
賊
到
間
船
、
倶

蒙
天
朝
調
去
、
擢
運
西
来
、
慮
援
大
兵
去
云
ヒ
、
而
都
督
遠
在
他

島
、
既
令
挑
選
精
兵
、
前
赴
義
州
、
則
大
将
之
令
中
軍
、
似
不
敢

違
越
事
、
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
都
督
令
陳
継
盛
挑
選

精
鋭
兵
、
藏
殺
運
米
、
胡
人
云
、
胡
人
出
来
運
米
時
、
無
是
事
、

必
是
都
督
聞
虚
傳
、
而
有
此
令
是
白
在
果
、
第
慮
毛
兵
若
果
前
往

義
州
、
則
仲
男
等
往
来
之
際
、
必
有
所
妨
、
今
接
伴
使
答
云
、
胡

人
實
有
此
来
運
米
之
學
、
則
淺
臣
必
已
報
知
、
而
時
無
此
報
、
是

虚
傳
是
如
為
白
乎
赫
、
常
探
問
、
如
果
選
兵
爽
送
、
而
為
馳
啓
、

亦
為
傳
通
干
本
道
監
司
庭
、
使
之
預
為
料
理
、
仲
男
回
去
時
、
勿

令
相
阻
為
白
乎
弥
、
船
隻
事
則
宜
答
、
都
督
已
蓋
取
去
、
所
蝕
無

幾
、
錐
有
若
干
探
聴
船
隻
、
當
依
手
本
事
意
、
臨
時
掩
荘
是
如
為

白
乎
弥
、
亦
令
義
州
府
サ
密
探
、
毛
兵
前
去
、
即
為
馳
啓
、
宜

當
、
平
安
監
司
・
義
州
府
雰
庭
並
以
行
移
何
如
、
崇
禎
元
年
六
月

二
十
八
日
、
左
副
承
旨
臣
姜
碩
期
次
知
啓
、
依
允
、
右
関
義
州
府

ヂ

．
崇
禎
元
年
六
n
月
二
十
八
日

備
邊
司
為
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
司
啓
辞
、
今
此
所
送
五
人
、
萬

死
逃
還
、
今
為
宗
社
生
霊
、
不
得
已
而
送
之
、
難
可
以
腰
還
、
而

渠
等
必
有
怨
望
之
意
、
宜
令
回
答
使
及
義
州
府
雰
分
明
開
諭
、
使

知
其
賄
還
之
意
、
而
各
給
木
疋
口
糧
、
若
有
父
母
妻
子
者
、
題
給
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食
物
、
以
慰
其
心
、
即
當
敢
啓
、
答
日
依
啓
、
右
関
義
州
府
サ

　
崇
禎
元
年
七
月
初
九
日

　
　
　
　
　
　
コ

備
邊
司
為
知
音
事
、
・
節
啓
下
教
、
平
安
兵
使
書
状
、
振
司
啓
目
、

粘
連
、
啓
（
下
脱
力
）
是
白
有
亦
、
見
此
状
啓
、
仲
男
等
及
回
答
之

行
≧
過
我
境
、
亦
極
可
慮
、
況
過
鴨
江
之
後
、
尤
有
難
測
之
慮
、

昨
以
善
為
護
送
之
意
、
錐
已
行
會
、
而
本
道
監
兵
使
、
亦
量
度
形

勢
、
検
察
事
機
、
方
便
設
策
、
申
飾
一
路
守
令
・
護
送
将
官
、
各

別
用
意
畢
行
、
萬
全
護
送
、
偉
無
後
悔
之
意
、
金
起
宗
．
黄
絹

腿
、
並
以
更
為
移
文
知
委
、
施
行
何
如
、
崇
頑
元
年
七
月
十
二

日
、
同
副
承
旨
李
景
容
次
知
啓
、
依
允
、
右
関
義
州
府
サ

　
崇
頑
元
年
七
月
十
二
日

備
邊
司
為
知
音
事
、
節
啓
下
教
、
平
安
監
司
・
平
安
兵
使
・
義
州

府
ヂ
書
状
、
櫨
司
啓
目
、
粘
連
啓
下
是
白
有
亦
、
見
此
状
啓
、
仲

男
護
去
軍
兵
、
必
不
久
出
来
是
白
置
、
幾
名
許
令
越
江
事
段
、
彼

之
領
兵
渡
来
、
恐
不
必
聴
我
指
揮
是
白
在
果
、
但
其
数
太
多
、
則

不
必
蓋
率
来
之
意
、
開
諭
似
當
為
白
乎
弥
、
供
餓
糧
太
段
、
見
監

司
・
兵
使
状
啓
、
定
州
留
置
米
為
先
入
送
云
、
更
令
催
督
、
使
之

速
為
入
送
為
當
為
白
乎
弥
、
若
督
府
詰
問
胡
兵
出
来
之
由
、
則
何

辞
以
答
事
段
、
別
無
他
辞
、
只
當
苔
云
、
仲
男
出
来
已
久
、
過
期

不
還
、
彼
自
来
迎
候
耳
云
ヒ
、
為
當
為
白
在
果
、
仲
男
之
来
、
毛

鎮
久
謁
知
若
終
不
言
則
響
必
以
我
為
隠
講
班
心
有
不
平

之
意
、
令
接
伴
使
、
自
以
其
意
、
言
於
都
督
日
、
我
國
自
編
鷹
之

後
、
胡
使
或
時
出
来
、
我
國
亦
不
得
不
遣
使
相
報
、
頃
者
又
遣
仲

男
出
来
、
其
送
来
之
由
、
則
大
築
求
刷
逃
胡
耳
、
此
事
初
欲
報

知
、
以
老
爺
遠
出
未
還
故
、
今
始
告
之
云
似
當
、
此
意
監
司
・
接

伴
使
慮
、
並
以
行
移
何
如
、
崇
禎
元
年
八
月
初
三
日
、
右
副
承
旨

臣
洪
得
一
次
知
啓
、
依
回
啓
施
行
為
乎
　
、
胡
兵
出
来
時
、
預
通

干
唐
将
、
偉
無
相
値
之
患
事
、
亦
為
申
筋
、
右
関
義
州
府
昇

　
崇
禎
元
年
八
月
初
三
日
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